
(57)【要約】

【課題】ＶＡモード液晶表示素子の視野角を改善する。

【解決手段】液晶表示素子は、表面にそれぞれ垂直配向

処理を施された一対の基板に挟持され、負の誘電異方性

を有する液晶からなる液晶層を備えた液晶セルと、この

液晶セルを挟持し、一方の偏光板の吸収軸と他方の偏光

板の吸収軸との交差角が９０度±５度となるように配置

された一対の偏光板とを備える。一対の偏光板の少なく

とも一方と液晶セルとの間には、屈折率楕円体を有し、

互いに直交するｘ軸、ｙ軸およびｚ軸の方向の主屈折率

ｎｘ 、ｎｙ およびｎｚ の間に、ｎｘ ＞ｎｙ ＝ｎｚ の関係

が成立する層構造が設けられている。また、屈折率楕円

体は、層構造の厚さ方向に対して０度より大きく９０度

より小さい角度で傾斜して形成されている。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 表 面 に そ れ ぞ れ 垂 直 配 向 処 理 を 施 さ れ た 一 対 の 基 板 に 挟 持 さ れ 、 負 の 誘 電 異 方 性 を 有 す
る 液 晶 か ら な る 液 晶 層 を 備 え た 液 晶 セ ル と 、
　 前 記 液 晶 セ ル を 挟 持 し 、 一 方 の 偏 光 板 の 吸 収 軸 と 他 方 の 偏 光 板 の 吸 収 軸 と の 交 差 角 が ９
０ 度 ± ５ 度 と な る よ う に 配 置 さ れ た 一 対 の 偏 光 板 と を 備 え た 液 晶 表 示 素 子 で あ っ て 、
　 前 記 一 対 の 偏 光 板 の 少 な く と も 一 方 と 前 記 液 晶 セ ル と の 間 に は 、 互 い に 直 交 す る ｘ 軸 、
ｙ 軸 お よ び ｚ 軸 の 方 向 の 主 屈 折 率 ｎ ｘ 、 ｎ ｙ お よ び ｎ ｚ の 間 に
ｎ ｘ ＞ ｎ ｙ ＝ ｎ ｚ

の 関 係 が 成 立 す る 屈 折 率 楕 円 体 を 備 え た 層 構 造 が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 屈 折 率 楕 円 体 は 、 前 記 層 構 造 の 厚 さ 方 向 に 対 し て ０ 度 よ り 大 き く ９ ０ 度 よ り 小 さ い
角 度 で 傾 斜 し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 層 構 造 の 光 学 軸 は 、 前 記 偏 光 板 の 吸 収 軸 と 平 行 ま た は 直 交 に 配 置 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 液 晶 セ ル に は 、 前 記 基 板 の 表 面 に お け る 液 晶 が 前 記 基 板 の 法 線 方 向 か ら 所 定 の 方 向
に 傾 斜 す る 配 向 処 理 が な さ れ て お り 、
　 前 記 層 構 造 に は 、 前 記 屈 折 率 楕 円 体 が 傾 斜 す る よ う に 配 向 処 理 が な さ れ て い て 、
　 前 記 液 晶 の 配 向 方 向 と 前 記 屈 折 率 楕 円 体 の 配 向 方 向 と は 、 前 記 偏 光 板 の 光 学 軸 に 平 行 な
面 に 対 し て 互 い に 逆 向 き と な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 層 構 造 の リ タ デ ー シ ョ ン 値 Ｒ １ と 、 前 記 液 晶 セ ル の リ タ デ ー シ ョ ン 値 Ｒ ２ と の 間 に
０ ＜ （ Ｒ １ ／ Ｒ ２ ） ＜ １
の 関 係 が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 屈 折 率 楕 円 体 は 、 前 記 層 構 造 の 厚 さ 方 向 に 対 し て ０ 度 よ り 大 き く ９ ０ 度 よ り 小 さ い
角 度 の 範 囲 内 で 徐 々 に 変 化 し な が ら 傾 斜 し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～
４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 層 構 造 は 、 前 記 屈 折 率 楕 円 体 の 傾 斜 角 度 が 前 記 厚 さ 方 向 に 徐 々 に 変 化 す る ハ イ ブ リ
ッ ド ネ マ チ ッ ク 配 向 型 の 液 晶 ポ リ マ ー フ ィ ル ム を 含 ん で 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 屈 折 率 楕 円 体 の 平 均 傾 斜 角 度 は ４ ０ 度 よ り 大 き く ９ ０ 度 よ り 小 さ い こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 素 子 に 関 し 、 特 に 、 車 載 用 途 に も 使 用 可 能 な Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 表 示 素
子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 透 過 型 の 液 晶 表 示 素 子 は 、 所 定 の 方 向 に 配 向 し た 数 μ ｍ 程 度 の 極 薄 い 液 晶 層 と
、 こ の 液 晶 層 を 挟 持 す る 透 明 な 一 対 の 薄 い 基 板 と 、 さ ら に 、 こ の 基 板 を 挟 持 し て 偏 光 子 お
よ び 検 光 子 を 構 成 す る 一 対 の 偏 光 板 と を 有 す る 。 こ こ で 、 液 晶 層 が 設 け ら れ る 側 の 基 板 面
に は 、 所 定 の 形 状 に パ タ ー ニ ン グ さ れ た 電 極 が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 電 極 を 介 し
て 液 晶 層 に 電 圧 を 印 加 す る と 、 液 晶 の 配 向 が 変 化 し て 、 液 晶 表 示 素 子 を 透 過 す る 光 の 量 ま
た は 波 長 が 変 わ る 。 こ れ に よ り 、 所 望 の 表 示 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 こ の よ う に 、 液 晶 表 示 素 子 は 、 比 較 的 単 純 な 構 造 か ら な っ て い る 。 ま た 、 構 成 部 材 の 選
択 に よ っ て 薄 型 化 お よ び 軽 量 化 が 容 易 で あ り 、 ま た 、 低 電 圧 で の 駆 動 も 可 能 で あ る こ と か
ら 、 近 年 で は 、 民 生 用 の み な ら ず 車 載 用 の 表 示 素 子 と し て も 盛 ん に 利 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 液 晶 表 示 素 子 は 、 液 晶 層 の 初 期 配 向 状 態 並 び に 電 圧 印 加 時 の 動 作 状 態 お よ び
配 向 状 態 な ど か ら 、 い く つ か の モ ー ド に 分 類 さ れ る 。 例 え ば 、 液 晶 テ レ ビ や 、 自 動 車 な ど
の 車 両 の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル な ど い わ ゆ る 車 載 用 に 利 用 さ れ る 液 晶 表 示 素 子 に は 、 Ｖ
Ａ （ Ｖ ｅ ｒ ｔ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ａ ｌ ｉ ｇ ｎ ｍ ｅ ｎ ｔ ） モ ー ド が 用 い ら れ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １
お よ び ２ 参 照 。 ） 。 Ｖ Ａ モ ー ド は 、 正 面 か ら 見 た と き の コ ン ト ラ ス ト 比 が 高 く 、 ま た 、 視
野 角 が 広 い こ と か ら 、 視 認 性 に 優 れ た モ ー ド で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 Ｖ Ａ モ ー ド は 、 一 対 の 基 板 間 に 、 初 期 配 向 状 態 が 基 板 と 概 ね 垂 直 （ 垂 直 配 向 ） な 負 の 誘
電 率 異 方 性 （ Δ ε ） を 有 す る 液 晶 層 を 挟 持 し 、 さ ら に 、 こ の 基 板 を 、 通 常 は ク ロ ス ニ コ ル
を 構 成 す る よ う に 配 置 し た 一 対 の 偏 光 板 で 挟 持 す る こ と に よ っ て 構 成 さ れ る 。 そ し て 、 基
板 面 に 形 成 さ れ た 電 極 を 介 し て 液 晶 層 に 電 圧 を 印 加 す る と 、 液 晶 の 配 向 が 変 化 し て 、 液 晶
層 が 電 界 に 対 し て 垂 直 、 す な わ ち 、 液 晶 の 配 向 方 向 が 基 板 と 平 行 に な る 。 こ れ に よ り 、 電
圧 を 印 加 し た 部 分 と 印 加 し て い な い 部 分 と で 、 液 晶 の 屈 折 率 異 方 性 （ Δ ｎ ） と 液 晶 層 厚 （
ｄ ） と の 積 （ Δ ｎ ・ ｄ ） に よ っ て 定 ま る 光 の 透 過 特 性 、 特 に 、 色 味 に 違 い が 生 じ る 。 こ の
違 い を 利 用 す る こ と に よ っ て 、 所 望 の 表 示 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ ３ ３ ４ １ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ９ ５ １ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 述 し た よ う に 、 Ｖ Ａ モ ー ド で は 、 電 圧 無 印 加 時 に 、 液 晶 層 が そ れ を 挟 持 す る 一 対 の 基
板 に 対 し 略 垂 直 な 配 向 を し て い る 。 そ の た め 、 液 晶 セ ル の 法 線 方 向 に 平 行 な 視 角 方 向 に つ
い て は 良 好 な 黒 表 示 が 得 ら れ 、 高 い コ ン ト ラ ス ト 比 の 画 像 表 示 が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し 、 垂 直 配 向 す る 液 晶 の リ タ デ ー シ ョ ン 値 は 方 向 に よ っ て 変 化 し て お り 、 液 晶 層 の
リ タ デ ー シ ョ ン 値 に は 視 角 依 存 性 が あ る 。 し た が っ て 、 視 角 を 変 化 さ せ て 、 液 晶 セ ル の 法
線 方 向 に 対 し て 斜 め 方 向 か ら 観 察 し た 場 合 に は 、 液 晶 層 の リ タ デ ー シ ョ ン 値 の 視 角 依 存 性
に 起 因 し て 光 漏 れ が 観 測 さ れ 、 表 示 画 像 の コ ン ト ラ ス ト 比 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 偏 光 板 の 特 性 に も 視 角 依 存 性 が 見 ら れ る 。 こ の た め 、 液 晶 層 の 視 角 依 存 性 と 偏 光
板 自 身 の 視 角 依 存 性 と が 重 な り 合 う こ と に よ っ て 、 Ｖ Ａ モ ー ド の 互 い に 直 交 配 置 さ れ た 偏
光 板 の 吸 収 軸 か ら 角 度 ４ ５ 度 ず れ た 方 向 を 中 心 に 、 顕 著 な 光 漏 れ 現 象 が 発 生 す る 。 こ れ に
よ り 、 一 対 の 偏 光 板 そ れ ぞ れ の 吸 収 軸 か ら ４ ５ 度 ず れ た 方 向 を 中 心 と し て 、 視 角 特 性 が 低
下 し た 領 域 が 現 れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ の 結 果 、 Ｖ Ａ モ ー ド で は 、 一 定 の 領 域 で 表 示 画 像 の コ ン ト ラ ス ト 比 が 低 下 し 、 ひ い て
は 表 示 性 能 が 低 下 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ う し た 問 題 を 解 決 す る 手 段 と し て は 、 液 晶 表 示 素 子 に 位 相 差 補 償 層 を 設 け る こ と が 考
え ら れ る 。 用 い ら れ る 位 相 差 補 償 層 は 、 互 い に 直 交 す る ｘ 軸 、 ｙ 軸 お よ び そ の 厚 さ 方 向 で
あ る ｚ 軸 の 方 向 の 主 屈 折 率 ｎ ｘ 、 ｎ ｙ お よ び ｎ ｚ の 間 で 、 ｎ ｘ ≧ ｎ ｙ ＞ ｎ ｚ と い う 関 係 の
屈 折 率 楕 円 体 を 有 し た も の の 使 用 が 一 般 的 で あ る 。 そ し て 、 位 相 差 補 償 層 は 、 電 圧 無 印 加
時 に 概 ね 垂 直 に 配 向 し て い る 液 晶 層 か ら 斜 め 方 向 に 出 射 す る 光 が 受 け る リ タ デ ー シ ョ ン を
補 償 す る よ う に 機 能 す る 。 し た が っ て 、 位 相 差 補 償 層 を 設 け る こ と に よ っ て 、 偏 光 板 自 体
の 特 性 に よ る 視 角 依 存 性 お よ び 液 晶 層 の リ タ デ ー シ ョ ン 値 の 視 角 依 存 性 を 補 償 し て 、 Ｖ Ａ
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モ ー ド の 視 角 依 存 性 を 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ う し て 視 角 依 存 性 の 低 減 さ れ た Ｖ Ａ モ ー ド は 、 よ り 高 い コ ン ト ラ ス ト 比 と よ り 広 い 視
角 特 性 な ど が 評 価 さ れ 、 高 画 質 が 要 求 さ れ る 液 晶 Ｔ Ｖ 等 の 民 生 用 途 と し て 盛 ん に 利 用 さ れ
る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 さ ら に は 、 車 載 用 途 に も 採 用 が 求 め ら れ る 状 況 と な っ て い
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し か し な が ら 、 車 載 用 途 に 使 用 さ れ る よ う に な る と 、 視 角 依 存 性 に 対 す る 要 求 は さ ら に
厳 し い も の と な る 。 そ し て 、 ま た 運 転 等 の 使 用 状 況 に 合 わ せ て 要 求 は よ り 詳 細 な も の と な
っ て き て い る 。 す な わ ち 、 通 常 Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 表 示 素 子 は 液 晶 表 示 素 子 の 液 晶 パ ネ ル の 厚
さ 方 向 で あ る 法 線 方 向 、 す な わ ち 正 面 方 向 を 中 心 に 視 角 特 性 は 良 好 で あ る が 、 こ の 法 線 方
向 と 角 度 θ 、 例 え ば θ ＝ ２ ０ 度 の ず れ を も っ て ア イ ポ イ ン ト が 要 求 さ れ る 場 合 が あ る 。 そ
の 場 合 、 コ ン ト ラ ス ト 比 の 変 化 が 大 き く な っ て し ま う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 そ の コ ン ト ラ ス ト 変 化 を 改 善 す る た め 液 晶 表 示 素 子 に 使 用 す る 偏 光 板 の 光 学 軸 を
上 記 θ 方 向 と な る よ う に 配 置 す る 方 法 が あ る 。 そ の 場 合 、 θ 方 向 の コ ン ト ラ ス ト 比 の 変 化
は 小 さ く な る が 、 所 定 の θ に お け る 左 右 方 向 の タ フ ネ ス が 悪 く な っ て し ま う と い う 問 題 が
生 じ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 こ う し た 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 の 目 的 は 、
Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 表 示 素 子 の 視 野 角 改 善 に あ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 ア イ ポ イ ン ト 方 向 の コ ン
ト ラ ス ト 比 の 変 化 が 小 さ く 、 ま た 、 ア イ ポ イ ン ト 方 向 で の 左 右 コ ン ト ラ ス ト 比 特 性 が 改 善
さ れ た Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 表 示 素 子 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 お よ び 利 点 は 以 下 の 記 載 か ら 明 ら か と な る で あ ろ う 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 は 、 表 面 に そ れ ぞ れ 垂 直 配 向 処 理 を 施 さ れ た 一 対 の 基 板 に 挟 持 さ れ 、 負 の 誘 電 異
方 性 を 有 す る 液 晶 か ら な る 液 晶 層 を 備 え た 液 晶 セ ル と 、
　 前 記 液 晶 セ ル を 挟 持 し 、 一 方 の 偏 光 板 の 吸 収 軸 と 他 方 の 偏 光 板 の 吸 収 軸 と の 交 差 角 が ９
０ 度 ± ５ 度 と な る よ う に 配 置 さ れ た 一 対 の 偏 光 板 と を 備 え た 液 晶 表 示 素 子 で あ っ て 、
　 前 記 一 対 の 偏 光 板 の 少 な く と も 一 方 と 前 記 液 晶 セ ル と の 間 に は 、 互 い に 直 交 す る ｘ 軸 、
ｙ 軸 お よ び ｚ 軸 の 方 向 の 主 屈 折 率 ｎ ｘ 、 ｎ ｙ お よ び ｎ ｚ の 間 に
ｎ ｘ ＞ ｎ ｙ ＝ ｎ ｚ

の 関 係 が 成 立 す る 屈 折 率 楕 円 体 を 備 え た 層 構 造 が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 屈 折 率 楕 円 体 は 、 前 記 層 構 造 の 厚 さ 方 向 に 対 し て ０ 度 よ り 大 き く ９ ０ 度 よ り 小 さ い
角 度 で 傾 斜 し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 層 構 造 の 光 学 軸 は 、 前 記 偏 光 板 の 吸 収 軸 と 平 行 ま た は 直 交 に 配 置
さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 液 晶 セ ル に は 、 前 記 基 板 の 表 面 に お け る 液 晶 が 前 記 基 板 の 法 線 方
向 か ら 所 定 の 方 向 に 傾 斜 す る 配 向 処 理 が な さ れ て お り 、
　 前 記 層 構 造 に は 、 前 記 屈 折 率 楕 円 体 が 傾 斜 す る よ う に 配 向 処 理 が な さ れ て い て 、
　 前 記 液 晶 の 配 向 方 向 と 前 記 屈 折 率 楕 円 体 の 配 向 方 向 と は 、 前 記 偏 光 板 の 光 学 軸 に 平 行 な
面 に 対 し て 互 い に 逆 向 き と な る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 層 構 造 の リ タ デ ー シ ョ ン 値 Ｒ １ と 、 前 記 液 晶 セ ル の リ タ デ ー シ ョ
ン 値 Ｒ ２ と の 間 に は 、
０ ＜ （ Ｒ １ ／ Ｒ ２ ） ＜ １
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の 関 係 が 成 立 す る こ と が 好 ま し い 。
　 但 し 、 Ｒ １ ＝ Δ ｎ ・ ｄ １ 、 Ｒ ２ ＝ Δ ｎ ・ ｄ ２ （ Δ ｎ ： 屈 折 率 異 方 性 、 ｄ １ ： 層 構 造 の 厚
み 、 ｄ ２ ： 液 晶 層 の 厚 み ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 屈 折 率 楕 円 体 は 、 前 記 層 構 造 の 厚 さ 方 向 に 対 し て ０ 度 よ り 大 き く
９ ０ 度 よ り 小 さ い 角 度 の 範 囲 内 で 徐 々 に 変 化 し な が ら 傾 斜 し て 形 成 さ れ て い る も の と す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 層 構 造 は 、 前 記 屈 折 率 楕 円 体 の 傾 斜 角 度 が 前 記 厚 さ 方 向 に 徐 々 に
変 化 す る ハ イ ブ リ ッ ド ネ マ チ ッ ク 配 向 型 の 液 晶 ポ リ マ ー フ ィ ル ム を 含 ん で 構 成 さ れ た も の
と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 屈 折 率 楕 円 体 の 平 均 傾 斜 角 度 は ４ ０ 度 よ り 大 き く ９ ０ 度 よ り 小 さ
い こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 一 対 の 偏 光 板 の 少 な く と も 一 方 と 液 晶 セ ル と の 間 に 層 構 造 が 設 け ら れ
て い て 、 こ の 層 構 造 は 、 屈 折 率 楕 円 体 を 有 し 、 互 い に 直 交 す る ｘ 軸 、 ｙ 軸 お よ び ｚ 軸 の 方
向 の 主 屈 折 率 ｎ ｘ 、 ｎ ｙ お よ び ｎ ｚ の 間 に
ｎ ｘ ＞ ｎ ｙ ＝ ｎ ｚ

の 関 係 が 成 立 す る と と も に 、 層 構 造 の 厚 さ 方 向 に 対 し て ０ 度 よ り 大 き く ９ ０ 度 よ り 小 さ い
角 度 で 屈 折 率 楕 円 体 が 傾 斜 し て い る の で 、 ア イ ポ イ ン ト 方 向 の コ ン ト ラ ス ト 比 の 変 化 が 小
さ く 、 ま た 、 ア イ ポ イ ン ト 方 向 で の 左 右 コ ン ト ラ ス ト 比 特 性 を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） は 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 素 子 を 構 成 す る 層 構 造 の 説
明 図 で あ る 。 層 構 造 １ は 、 屈 折 率 楕 円 体 を 有 す る 。 そ し て 、 こ の 屈 折 率 楕 円 体 は 、 層 構 造
１ の 厚 さ 方 向 を 基 準 と し て 、 厚 さ 方 向 か ら ０ 度 よ り 大 き く ９ ０ 度 よ り 小 さ い 角 度 で 傾 斜 し
て 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 互 い に 直 交 す る ｘ 軸 、 ｙ 軸 お よ び ｚ 軸 の 方 向 の 主 屈 折 率 ｎ ｘ 、
ｎ ｙ お よ び ｎ ｚ の 間 に ｎ ｘ ＞ ｎ ｙ ＝ ｎ ｚ と い う 関 係 が 成 立 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ （ ａ ） で は 、 屈 折 率 楕 円 体 は 、 層 構 造 １ の 厚 さ 方 向 を 基 準 と し て 、 厚 さ 方 向 か ら ０
度 よ り 大 き く ９ ０ 度 よ り 小 さ い 角 度 で 均 一 に 傾 斜 し て 形 成 さ れ て い る 。 液 晶 表 示 素 子 の 視
角 特 性 を 改 善 す る 点 か ら 、 層 構 造 １ 内 で の 屈 折 率 楕 円 体 の 傾 斜 角 度 は 、 ４ ０ 度 よ り 大 き く
９ ０ 度 よ り 小 さ い 値 で あ る こ と が 好 ま し く 、 ６ ０ 度 以 上 で ８ ０ 度 以 下 の 値 で あ る こ と が よ
り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ （ ａ ） に お い て 、 層 構 造 １ は 、 適 当 な ネ マ チ ッ ク 液 晶 を 用 い て 、 適 当 な ラ ビ ン グ 処
理 に よ る 平 行 配 向 を 施 し た 液 晶 表 示 素 子 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 層 構 造 １ は 、 上 記 の
よ う な 傾 斜 し た 屈 折 率 楕 円 体 を 具 備 し た ポ リ マ ー フ ィ ル ム と す る こ と も で き る 。 本 実 施 の
形 態 に お い て は 、 後 者 の 方 が 好 ま し い 。 ポ リ マ ー フ ィ ル ム は 取 り 扱 い が 容 易 で あ り 、 ま た
、 液 晶 セ ル と 組 み 合 わ せ て 容 易 に 液 晶 表 示 素 子 を 構 成 で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ （ ｂ ） の 層 構 造 ２ で は 、 屈 折 率 異 方 性 を 模 式 的 に 表 す 屈 折 率 楕 円 体 ３ が 、 厚 さ 方 向
に 徐 々 に 傾 斜 角 度 を 変 え て い る 。 傾 斜 角 度 の 下 限 は 、 層 構 造 ２ の 厚 さ 方 向 と 平 行 に な る ０
度 で あ り 、 上 限 は そ れ と 垂 直 で あ っ て 、 層 構 造 ２ の 表 面 と 平 行 に な る ９ ０ 度 で あ る 。 す な
わ ち 、 屈 折 率 楕 円 体 の 傾 斜 角 度 は 、 ０ 度 よ り 大 き く ９ ０ 度 よ り 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 層 構 造 ２ 内 に お い て 、 徐 々 に 値 を 変 化 さ せ る 屈 折 率 楕 円 体 の 平 均 傾 斜 角 度 は 、 液 晶 表 示
素 子 の 視 角 特 性 を 改 善 す る 点 か ら 、 ４ ０ 度 よ り 大 き く ９ ０ 度 よ り 小 さ い 値 で あ る こ と が 好
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ま し く 、 ６ ０ 度 以 上 で ８ ０ 度 以 下 の 値 で あ る こ と が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ （ ｂ ） に お い て 、 層 構 造 ２ の 上 下 表 面 の う ち 、 上 側 表 面 近 傍 で は 屈 折 率 楕 円 体 の 傾
斜 角 度 が 小 さ く 、 下 側 表 面 近 傍 で は 屈 折 率 楕 円 体 の 傾 斜 角 度 が 大 き い 。 そ し て 、 こ の 場 合
、 屈 折 率 楕 円 体 の 傾 斜 角 度 が よ り 小 さ い 値 を と る 上 側 の 表 面 が 、 組 み 合 わ さ れ て 共 に 液 晶
表 示 素 子 を 構 成 す る 液 晶 セ ル に 最 近 接 す る よ う 液 晶 表 示 素 子 を 組 み 立 て る こ と が 好 ま し い
。 か か る 構 成 と す る こ と に よ り 、 視 角 改 善 の 効 果 は よ り 効 果 的 な も の と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ （ ｂ ） に お い て 、 層 構 造 ２ は 、 適 当 な ネ マ チ ッ ク 液 晶 を ハ イ ブ リ ッ ド 配 向 し た 液 晶
表 示 素 子 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 膜 厚 方 向 に 屈 折 率 楕 円 体 の 傾 斜 角 が 変 化 す る ハ イ ブ
リ ッ ド ネ マ チ ッ ク 配 向 型 の 液 晶 性 ポ リ マ ー フ ィ ル ム を 使 用 す る こ と も で き る 。 本 実 施 の 形
態 に お い て は 、 後 者 の 方 が 好 ま し い 。 液 晶 性 ポ リ マ ー フ ィ ル ム は 取 り 扱 い が 容 易 で あ り 、
ま た 、 液 晶 セ ル と 組 み 合 わ せ て 容 易 に 液 晶 表 示 素 子 を 構 成 で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 図 １ に 示 す 層 構 造 と 液 晶 セ ル を 組 み 合 わ せ て 液 晶 表 示 素 子 を 構 成 す る 方 法 に つ い
て 述 べ る 。 図 ２ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 素 子 の 構 成 を 説 明 す る
模 式 的 な 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ２ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に お い て 、 Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 表 示 素 子 １ １ 、 ２ １ 、 ３ １ は 、 表 面 が そ
れ ぞ れ 垂 直 配 向 処 理 さ れ た 一 対 の 基 板 （ 図 示 せ ず ） に 挟 持 さ れ 、 負 の 誘 電 異 方 性 を 有 す る
液 晶 か ら な る 液 晶 層 を 有 す る 垂 直 配 向 型 の 液 晶 セ ル と 、 こ の 液 晶 セ ル を 挟 持 し 、 互 い に ク
ロ ス ニ コ ル 配 置 さ れ た 一 対 の 視 認 者 側 偏 光 板 （ 以 下 、 Ｆ 偏 光 板 と 称 す る 。 ） お よ び 反 視 認
者 側 偏 光 板 （ 以 下 、 Ｒ 偏 光 板 と 称 す る 。 ） と を 有 す る 。 尚 、 ク ロ ス ニ コ ル 配 置 と は 、 一 方
の 偏 光 板 の 吸 収 軸 と 他 方 の 偏 光 板 の 吸 収 軸 と の 交 差 角 が ９ ０ 度 ± ５ 度 に な る よ う な 配 置 を
言 う （ 以 下 、 本 明 細 書 に お い て 同 じ 。 ） 。 こ の と き 、 液 晶 セ ル は モ ノ ド メ イ ン 配 向 で あ る
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 表 示 素 子 １ １ の 視
認 者 側 の 偏 光 板 （ Ｆ 偏 光 板 ） １ ２ と 、 垂 直 配 向 型 液 晶 セ ル １ ３ と の 間 に 、 層 構 造 １ ４ を 設
け る こ と が 可 能 で あ る 。 層 構 造 １ ４ は 、 図 １ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） の い ず れ に 示 す 構 造 で あ
っ て も よ い 。 尚 、 符 号 １ ５ は 、 反 視 認 者 側 の 偏 光 板 （ Ｒ 偏 光 板 ） で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 表 示 素 子 ２
１ の 反 視 認 者 側 の 偏 光 板 （ Ｒ 偏 光 板 ） ２ ２ と 、 垂 直 配 向 型 液 晶 セ ル ２ ３ と の 間 に 、 層 構 造
２ ４ を 設 け る こ と が 可 能 で あ る 。 層 構 造 ２ ４ は 、 図 １ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） の い ず れ に 示 す
構 造 で あ っ て も よ い 。 尚 、 符 号 ２ ５ は 、 視 認 者 側 の 偏 光 板 （ Ｆ 偏 光 板 ） で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 表 示 素 子
３ １ の 視 認 者 側 の 偏 光 板 （ Ｆ 偏 光 板 ） ３ ２ と 垂 直 配 向 型 液 晶 セ ル ３ ３ と の 間 に 層 構 造 ３ ５
を 設 け 、 反 視 認 者 側 の 偏 光 板 （ Ｒ 偏 光 板 ） ３ ６ と 垂 直 配 向 型 液 晶 セ ル ３ ３ と の 間 に 層 構 造
３ ７ を 設 け る こ と が 可 能 で あ る 。 層 構 造 ３ ５ 、 ３ ７ は 、 図 １ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） の い ず れ
に 示 す 構 造 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 液 晶 表 示 素 子 １ １ 、 ２ １ 、 ３ １ の 視 角 特 性 を 改 善 す る 点 か ら 、 層 構 造 １ ４ 、 ２ ４ 、 ３ ５
、 ３ ７ の 光 学 軸 は 、 よ り 近 接 す る 偏 光 板 １ ２ 、 ２ ２ 、 ３ ２ 、 ３ ６ の 吸 収 軸 と 平 行 ま た は 直
交 に 配 置 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 そ し て 、 液 晶 セ ル １ ３ 、 ２ ３ 、 ３ ３ は 、 液 晶 の 配 向
方 向 と 層 構 造 １ ４ 、 ２ ４ 、 ３ ５ 、 ３ ７ の 屈 折 率 楕 円 体 の 配 向 方 向 と が 、 偏 光 板 １ ２ 、 ２ ２
、 ３ ２ 、 ３ ６ の 光 学 軸 に 平 行 な 面 に 対 し て 互 い に 逆 向 き と な る よ う に し て 配 置 さ れ る こ と
が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 層 構 造 １ ４ 、 ２ ４ 、 ３ ５ 、 ３ ６ の リ タ デ ー シ ョ ン 値 Ｒ １ ＝ Δ ｎ ・ ｄ １ と 、 液 晶 セ ル １ ２
、 ２ ３ 、 ３ ３ の リ タ デ ー シ ョ ン 値 Ｒ ２ ＝ Δ ｎ ・ ｄ ２ と の 比 α （ ＝ Ｒ １ ／ Ｒ ２ ＝ Δ ｎ ・ ｄ １

／ Δ ｎ ・ ｄ ２ ） は 、 液 晶 表 示 素 子 １ １ 、 ２ １ 、 ３ １ の 視 角 特 性 の 改 善 を 図 る 点 か ら 、
０ ＜ α ＜ １
で あ る こ と が 望 ま し く 、
２ ＜ α ＜ ０ ． ８
で あ る こ と が よ り 望 ま し い 。 但 し 、 Δ ｎ は 屈 折 率 異 方 性 、 ｄ １ は 層 構 造 の 厚 み 、 ｄ ２ は 液
晶 層 の 厚 み で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 液 晶 表 示 素 子 １ １ の 製 造 方 法 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ の （ ａ ） は 、 液 晶 表 示 素 子 １ １ の 構 造 と 光 学 仕 様 を 模 式 的 に 示 し て い る 。 （ ａ ） に
お い て 、 Ｆ 偏 光 板 に 示 さ れ た 矢 印 は 、 Ｆ 偏 光 板 の 吸 収 軸 の 方 向 を 示 し て い る 。 ま た 、 Ｒ 偏
光 板 に 示 さ れ た 矢 印 は 、 Ｒ 偏 光 板 の 吸 収 軸 の 方 向 を 示 し て い る 。 尚 、 図 ３ の （ ｂ ） ～ （ ｅ
） に は 、 後 に 説 明 す る 本 実 施 形 態 に お け る 液 晶 表 示 素 子 の 別 の 二 種 の 例 お よ び 二 種 の 比 較
例 に つ い て も 、 そ の 構 造 と 光 学 仕 様 を 模 式 的 に 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ３ の （ ａ ） で 、 液 晶 セ ル に 付 さ れ た 一 方 の 矢 印 は 、 液 晶 層 を 挟 持 す る 視 認 者 側 の 基 板
に お け る 液 晶 配 向 処 理 の 方 向 で あ り 、 具 体 的 に は 、 こ の 基 板 上 に 設 け ら れ た 垂 直 配 向 膜 に
対 す る ラ ビ ン グ の 方 向 を 示 す 。 ま た 、 液 晶 セ ル に 付 さ れ た 他 方 の 矢 印 は 、 液 晶 層 を 挟 持 す
る 反 視 認 者 側 の 基 板 に お け る 液 晶 配 向 処 理 の 方 向 で あ り 、 具 体 的 に は 、 こ の 基 板 上 に 設 け
ら れ た 垂 直 配 向 膜 に 対 す る ラ ビ ン グ の 方 向 を 示 す 。 電 圧 を 印 加 す る と 、 液 晶 は 、 垂 直 配 向
の 状 態 か ら 、 矢 印 と 平 行 な 方 向 に 配 向 を 変 化 さ せ る 。 こ こ で 、 数 字 は 、 電 圧 印 加 時 に 液 晶
が 略 水 平 に 配 向 し た と き の 液 晶 の 方 位 角 を 、 水 平 方 向 を 基 準 （ ０ 度 ） と し て 示 し た も の で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 液 晶 表 示 素 子 １ １ は 、 例 え ば 、 次 の よ う に し て 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま ず 、 一 対 の ガ ラ ス 基 板 の 上 に 、 所 望 の 画 像 表 示 が で き る よ う に パ タ ー ニ ン グ さ れ た 電
極 層 を 設 け る 。 電 極 層 は 、 例 え ば 、 Ｉ Ｔ Ｏ （ Ｉ ｎ ｄ ｉ ｕ ｍ 　 Ｔ ｉ ｎ 　 Ｏ ｘ ｉ ｄ ｅ ） 電 極 と
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 い で 、 ガ ラ ス 基 板 の 上 に 、 電 極 層 を 被 覆 す る よ う に し て 絶 縁 膜 を 設 け る 。 絶 縁 膜 は 、
例 え ば 、 ゾ ル － ゲ ル 法 に よ っ て 形 成 さ れ た Ｓ ｉ Ｏ ２ － Ｔ ｉ Ｏ ２ か ら な る 膜 と す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 液 晶 層 に お い て 、 液 晶 が 初 期 配 向 状 態 と し て 垂 直 に 配 向 す る よ う に 配 向 膜 を 形 成
す る 。 例 え ば 、 Ｊ Ｓ Ｒ 株 式 会 社 製 の 配 向 膜 材 料 （ 商 品 名 ： Ｊ Ａ Ｌ Ｓ － ２ ０ ２ １ ） を フ レ キ
ソ 印 刷 法 に て 成 膜 し 、 基 板 を １ ８ ０ ℃ で 焼 成 す る こ と に よ っ て 、 厚 さ ６ ０ ０ Å 程 度 の 配 向
膜 を 形 成 す る こ と が で き る 。 次 い で 、 配 向 膜 の 表 面 に ラ ビ ン グ 処 理 を 施 し て 、 上 記 し た 電
界 印 加 時 の 液 晶 の 動 作 方 向 を 定 め る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 配 向 膜 の 形 成 工 程 ま で を 終 え た 基 板 に よ っ て 、 液 晶 層 を 挟 み 込 む 。 こ の 際 、 例 え
ば 、 樹 脂 ス ペ ー サ を 用 い る こ と に よ っ て 、 基 板 の 間 の 距 離 （ ｄ ） を 一 定 に 保 つ こ と が で き
る 。 ま た 、 液 晶 層 と し て は 、 例 え ば 、 屈 折 率 異 方 性 （ Δ ｎ ） が ０ ． ０ ８ ６ ２ ５ で あ る も の
を 用 い る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 ｄ ＝ ４ μ ｍ と す る と 、 液 晶 表 示 素 子 １ の リ タ デ ー シ ョ
ン （ Δ ｎ ・ ｄ ） は ３ ４ ５ ｎ ｍ と な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 に 層 構 造 を 設 け る 。 具 体 的 に は 、 液 晶 セ ル １ ３ の 視 認 者 側 の 面 に 膜 厚 方 向 に 傾 き が 変
化 す る ハ イ ブ リ ッ ド ネ マ チ ッ ク 配 向 し て い る 新 日 本 石 油 社 製 の ハ イ ブ リ ッ ド ネ マ チ ッ ク 配
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向 型 液 晶 性 ポ リ マ ー フ ィ ル ム を 配 置 す る 。 こ の 液 晶 性 ポ リ マ ー フ ィ ル ム は 、 リ タ デ ー シ ョ
ン 値 （ Δ ｎ ・ ｄ 値 ） が １ １ ０ ｎ ｍ で あ り 、 膜 厚 方 向 に 傾 き が 徐 々 に 変 化 す る 屈 折 率 楕 円 体
を 有 し て い る 。 そ の 傾 斜 角 の 平 均 値 （ 平 均 傾 斜 角 ） は 、 ５ ０ 度 ～ ９ ０ 度 の 範 囲 と さ れ て い
る 。 尚 、 図 ３ （ ａ ） に お け る 屈 折 率 楕 円 体 の 傾 斜 角 の 平 均 値 は ７ ０ 度 で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 偏 光 板 ３ ， ４ の 設 置 を 行 う 。 具 体 的 に は 、 位 相 差 補 償 層 ５ が 設 け ら れ た 液 晶 セ ル
２ を 挟 持 し て 、 偏 光 板 ３ ， ４ が ク ロ ス ニ コ ル 配 置 と な る よ う に 貼 り 付 け る 。 こ の と き 、 液
晶 表 示 素 子 １ １ の 構 造 と 光 学 仕 様 は 、 最 上 層 の Ｆ 偏 光 板 の 吸 収 軸 に つ い て 、 図 ３ の （ ａ ）
で 矢 印 が 示 す 方 向 、 す な わ ち 、 水 平 方 向 に 設 定 し た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 液 晶 セ ル は 垂 直 配 向 型 で あ り 、 図 ３ の （ ａ ） に 矢 印 で 示 す ラ ビ ン グ 方 向 に よ っ て 決 め ら
れ る 液 晶 の プ レ チ ル ト 角 の 方 向 、 す な わ ち 、 電 圧 印 加 に よ り 液 晶 が 傾 斜 動 作 す る 方 向 は 、
そ れ ぞ れ の 矢 印 が 示 す 方 向 、 す な わ ち ４ ５ 度 の 方 向 で あ る 。 尚 、 実 線 で 示 す 矢 印 は 、 Ｆ 側
基 板 の ラ ビ ン グ 方 向 を 表 し て い る 。 ま た 、 点 線 で 示 す 矢 印 は 、 Ｒ 側 基 板 の ラ ビ ン グ 方 向 を
表 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ハ イ ブ リ ッ ド ネ マ チ ッ ク 配 向 型 の 液 晶 性 ポ リ マ ー フ ィ ル ム が 具 備 す る 屈 折 率 楕 円 体 の 傾
斜 角 は 、 配 向 処 理 に よ っ て 制 御 さ れ 、 そ の 配 向 方 向 は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す 上 下 方 向 、 す な
わ ち 、 Ｆ 偏 光 板 の 偏 光 軸 と 垂 直 に な る 方 向 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 尚 、 詳 細 は 図 示 さ れ な い が 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 素 子 １ １ は 、 パ ッ シ ブ マ ト
リ ク ス 構 造 で あ る 。 す な わ ち 、 画 像 表 示 を 構 成 す る 各 画 素 部 分 に は 、 Ｔ Ｆ Ｔ 等 の ス イ ッ チ
ン グ 素 子 は 設 け ら れ て お ら ず 、 電 極 層 を 用 い た パ ッ シ ブ 駆 動 に よ っ て 目 的 の 画 像 が 表 示 さ
れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ３ の （ ｂ ） に 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 別 の 例 で あ る 液 晶 表 示 素 子 を 示 す 。 層 構 造 の リ
タ デ ー シ ョ ン 値 （ Δ ｎ ・ ｄ 値 ） が １ ７ ０ ｎ ｍ で あ る こ と 、 膜 厚 方 向 に 傾 き が 徐 々 に 変 化 す
る 屈 折 率 楕 円 体 の 傾 斜 角 の 平 均 値 （ 平 均 傾 斜 角 ） が ６ ０ 度 で あ る こ と 以 外 は 、 図 ３ の （ ａ
） の 例 と 同 様 で あ る 。 尚 、 図 ３ の （ ｂ ） ～ （ ｅ ） に お け る 矢 印 や 数 値 の 意 味 は 、 図 ３ の （
ａ ） で 説 明 し た 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ３ の （ ｃ ） に 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 他 の 例 で あ る 液 晶 表 示 素 子 を 示 す 。 層 構 造 の リ
タ デ ー シ ョ ン 値 （ Δ ｎ ・ ｄ 値 ） が ２ ３ ０ ｎ ｍ で あ る こ と 、 膜 厚 方 向 に 傾 き が 徐 々 に 変 化 す
る 屈 折 率 楕 円 体 の 傾 斜 角 の 平 均 値 （ 平 均 傾 斜 角 ） が ５ ０ 度 で あ る こ と 以 外 は 、 図 ３ の （ ａ
） の 例 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ３ の （ ｄ ） お よ び （ ｅ ） は 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 比 較 例 １ お よ び 比 較 例 ２ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ３ の （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 比 較 例 １ の 構 造 は 、 層 構 造 を 設 け て い な い こ と を 除 け ば 、
図 ３ の （ ａ ） の 例 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ３ の （ ｅ ） に 示 す よ う に 、 比 較 例 ２ の 構 造 は 、 層 構 造 を 設 け る 代 わ り に 、 位 相 差 補 償
フ ィ ル ム を 設 け た こ と を 除 け ば 、 垂 直 配 向 型 の 液 晶 セ ル と ク ロ ス ニ コ ル 配 置 さ れ た 一 対 の
偏 光 板 を 使 用 す る な ど の 点 で 、 図 ３ の （ ａ ） の 例 と ほ ぼ 同 様 で あ る 。 比 較 例 ２ で は 、 位 相
差 補 償 フ ィ ル ム は 、 屈 折 率 楕 円 体 を 有 す る と と も に 、 互 い に 直 交 す る ｘ 軸 、 ｙ 軸 お よ び 厚
さ 方 向 の ｚ 軸 の 方 向 の 主 屈 折 率 ｎ ｘ 、 ｎ ｙ お よ び ｎ ｚ の 間 に ｎ ｘ ＝ ｎ ｙ ＞ ｎ ｚ と い う 関 係
が 成 立 す る 。 ま た 、 （ (ｎ ｘ ＋ ｎ ｙ )／ ２ － ｎ ｚ ） の 値 と 、 フ ィ ル ム の 厚 さ ｄ と の 積 が ２ ２
０ ｎ ｍ で あ る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ３ の （ ｅ ） に お い て 、 Ｆ 偏 光 板 に 示 さ れ た 矢 印 は 、 Ｆ 偏 光 板 の 吸 収 軸 の 方 向 を 示 し て
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い る 。 ま た 、 数 字 の ４ ５ 度 は 設 定 角 度 で あ り 、 水 平 方 向 を 基 準 （ ０ 度 ） と し て い る 。 一 方
、 Ｒ 偏 光 板 に 示 さ れ た 矢 印 は 、 Ｒ 偏 光 板 の 吸 収 軸 の 方 向 を 示 し て い る 。 ま た 、 数 字 の ４ ５
度 は 設 定 角 度 で あ り 、 水 平 方 向 を 基 準 （ ０ 度 ） と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 液 晶 セ ル に 示 さ れ た 実 線 に よ る 矢 印 は 、 液 晶 層 を 挟 持 す る 視 認 者 側 の 基 板 に お け る 液 晶
配 向 処 理 の 方 向 で あ り 、 具 体 的 に は 、 こ の 基 板 上 に 設 け ら れ た 垂 直 配 向 膜 に 対 す る ラ ビ ン
グ の 方 向 を 示 す 。 一 方 、 点 線 に よ る 矢 印 は 、 液 晶 層 を 挟 持 す る 反 視 認 者 側 の 基 板 に お け る
液 晶 配 向 処 理 の 方 向 で あ り 、 具 体 的 に は 、 こ の 基 板 上 に 設 け ら れ た 垂 直 配 向 膜 に 対 す る ラ
ビ ン グ の 方 向 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 電 圧 を 印 加 す る と 、 液 晶 は 、 垂 直 配 向 の 状 態 か ら 、 矢 印 と 平 行 な 方 向 に 配 向 を 変 化 さ せ
る 。 そ し て 、 電 圧 印 加 時 に 液 晶 が 略 水 平 に 配 向 し た と き の 液 晶 の 方 位 角 を 、 水 平 方 向 を 基
準 （ ０ 度 ） と し て 示 す と ９ ０ 度 と な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ４ （ ａ ） は 、 図 ３ の （ ａ ） に 示 し た 本 実 施 の 形 態 の 液 晶 表 示 素 子 に お け る 等 コ ン ト ラ
ス ト 曲 線 で あ る 。 ま た 、 図 ４ （ ｂ ） は 、 そ の 初 期 垂 直 配 向 時 に お け る 黒 表 示 で の 透 過 率 の
視 角 特 性 を 示 し た も の で あ る 。 等 コ ン ト ラ ス ト 曲 線 に お い て 、 実 線 で 囲 ま れ た 領 域 は 、 コ
ン ト ラ ス ト 比 が ３ ０ 以 上 の 領 域 で あ る 。 尚 、 評 価 は 、 シ ン テ ッ ク 株 式 会 社 製 の シ ュ ミ レ ー
シ ョ ン ソ フ ト （ Ｌ Ｃ Ｄ 　 Ｍ Ａ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ 　 Ｖ ｅ ｒ ． ６ ． １ ４ ） を 用 い て 行 っ て い る 。 ま た 、
駆 動 条 件 は １ ／ ４ デ ュ ー テ ィ ー 、 １ ／ ３ バ イ ア ス の 条 件 で の 駆 動 を 想 定 し て い る 。 （ 以 下
、 本 明 細 書 に お い て 同 じ 。 ）
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ５ （ ａ ） は 、 図 ３ の （ ｂ ） に 示 し た 本 実 施 の 形 態 の 別 の 例 で あ る 液 晶 表 示 素 子 に お け
る 等 コ ン ト ラ ス ト 曲 線 で あ る 。 ま た 、 図 ５ （ ｂ ） は 、 そ の 初 期 垂 直 配 向 時 に お け る 黒 表 示
で の 透 過 率 の 視 角 特 性 を 示 し た も の で あ る 。 等 コ ン ト ラ ス ト 曲 線 に お い て 、 実 線 で 囲 ま れ
た 領 域 は 、 コ ン ト ラ ス ト 比 が ３ ０ 以 上 の 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ６ （ ａ ） は 、 図 ３ の （ ｃ ） に 示 し た 本 実 施 の 形 態 の 他 の 例 で あ る 液 晶 表 示 素 子 に お け
る 等 コ ン ト ラ ス ト 曲 線 で あ る 。 ま た 、 図 ６ （ ｂ ） は 、 そ の 初 期 垂 直 配 向 時 に お け る 黒 表 示
で の 透 過 率 の 視 角 特 性 を 示 し た も の で あ る 。 等 コ ン ト ラ ス ト 曲 線 に お い て 、 実 線 で 囲 ま れ
た 領 域 は 、 コ ン ト ラ ス ト 比 が ３ ０ 以 上 の 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ７ （ ａ ） は 、 図 ３ の （ ｄ ） に 示 し た 比 較 例 １ の 液 晶 表 示 素 子 に お け る 等 コ ン ト ラ ス ト
曲 線 で あ る 。 ま た 、 図 ７ （ ｂ ） は 、 そ の 初 期 垂 直 配 向 時 に お け る 黒 表 示 で の 透 過 率 の 視 角
特 性 を 示 し た も の で あ る 。 等 コ ン ト ラ ス ト 曲 線 に お い て 、 実 線 で 囲 ま れ た 領 域 は 、 コ ン ト
ラ ス ト 比 が ３ ０ 以 上 の 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ８ （ ａ ） は 、 図 ３ の （ ｅ ） に 示 し た 比 較 例 ２ の 液 晶 表 示 素 子 に お け る 等 コ ン ト ラ ス ト
曲 線 で あ る 。 ま た 、 図 ８ （ ｂ ） は 、 そ の 初 期 垂 直 配 向 時 に お け る 黒 表 示 で の 透 過 率 の 視 角
特 性 を 示 し た も の で あ る 。 等 コ ン ト ラ ス ト 曲 線 に お い て 、 実 線 で 囲 ま れ た 領 域 は 、 コ ン ト
ラ ス ト 比 が ３ ０ 以 上 の 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 尚 、 図 ４ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） ～ 図 ８ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） に お い て 、 周 囲 の 数 字 は 、 方 位
角 （ 表 示 面 内 の 角 度 ） で あ る 。 ま た 、 半 径 方 向 は 、 ０ 度 か ら ８ ０ 度 ま で の 視 角 （ 表 示 面 法
線 か ら の 傾 き 角 ） を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ４ （ ａ ） ～ 図 ８ （ ａ ） の 等 コ ン ト ラ ス ト 曲 線 に お い て 、 実 線 で 囲 ま れ た 領 域 は 、 コ ン
ト ラ ス ト 比 が ３ ０ 以 上 の 領 域 で あ る 。 一 方 、 図 ４ （ ｂ ） ～ 図 ８ （ ｂ ） の 透 過 率 の 視 角 特 性
に お い て 、 実 線 で 囲 ま れ た 領 域 は 、 透 過 率 が １ ． ０ ％ 以 上 で あ る 領 域 で あ っ て 、 そ れ ぞ れ
光 漏 れ の 起 き て い る 領 域 の 位 置 お よ び 大 き さ を 示 し て い る 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 図 を 比
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較 す る こ と に よ っ て 、 液 晶 表 示 素 子 の 視 角 特 性 を 評 価 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ５ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） に 示 す 本 実 施 の 形 態 に お け る 別 の 例 で あ る 液 晶 表 示 素 子 と 、 比
較 例 １ お よ び ２ の 液 晶 表 示 素 子 と を 比 較 し た 。 結 果 を 、 図 ９ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） に 示 す 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 ９ （ ａ ） は 、 液 晶 表 示 素 子 を 構 成 す る 液 晶 パ ネ ル の 厚 さ 方 向 で あ る 法 線 方 向 、 す な わ
ち 正 面 方 向 の ア イ ポ イ ン ト に お け る コ ン ト ラ ス ト 比 の 視 野 角 依 存 性 で あ る 。 ま た 、 図 ９ （
ｂ ） は 、 電 圧 無 印 加 時 に お け る 透 過 率 の 視 野 角 依 存 性 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ る 液 晶 表 示 素 子 は 、 正 面 方 向 に 設 定 さ れ た ア イ ポ イ ン ト に お け る コ ン
ト ラ ス ト 比 の 視 野 角 依 存 性 、 お よ び 、 電 圧 無 印 加 時 の 透 過 率 の 視 野 角 依 存 性 の 両 方 に お い
て 、 比 較 例 ２ よ り 優 れ て お り 、 コ ン ト ラ ス ト 比 の 視 野 角 依 存 性 が 小 さ く 、 電 圧 無 印 加 時 の
光 透 過 率 の 視 野 角 依 存 性 も 比 較 例 ２ よ り は る か に 小 さ い こ と が 分 か っ た 。 一 方 、 比 較 例 １
と は 同 等 の 性 能 を 示 し た 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 次 に 、 正 面 方 向 か ら ２ ０ 度 の ず れ を も っ て ア イ ポ イ ン ト を 設 定 し 、 本 実 施 の 形 態 に お け
る 別 の 例 で あ る 液 晶 表 示 素 子 と 、 比 較 例 １ と に お け る コ ン ト ラ ス ト 比 の 視 野 角 依 存 性 を 比
較 し た 。 結 果 を 図 １ ０ に 示 す 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 １ ０ は 、 θ ＝ ２ ０ 度 に お け る コ ン ト ラ ス ト 比 に つ い て 、 左 右 方 向 で の 視 野 角 依 存 性 を
評 価 し た 結 果 で あ る 。 但 し 、 正 面 方 向 を θ ＝ ２ ０ 度 と す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ る 液 晶 表 示 素 子 は 、 θ ＝ ２ ０ 度 で の コ ン ト ラ ス ト 比 の 視 野 角 依 存 性 が
小 さ く 、 比 較 例 １ よ り 優 れ て い る こ と が わ か っ た 。 す な わ ち 、 θ ＝ ２ ０ 度 の ず れ を も っ て
ア イ ポ イ ン ト を 設 定 し た 場 合 、 本 実 施 の 形 態 に よ る 液 晶 表 示 素 子 と 比 較 例 １ と の 間 に は 、
左 右 方 向 の 視 角 性 能 の 差 が 顕 著 に 見 ら れ 、 本 実 施 の 形 態 に よ る 液 晶 表 示 素 子 は 、 非 常 に 優
れ た 視 角 性 能 を 示 す こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 に お け る 液 晶 表 示 素 子 で は 、 上 記 特 性 の 層 構 造 を 新 た に 設 け
る こ と に よ り 、 θ 方 向 の コ ン ト ラ ス ト 比 の 視 角 依 存 性 を 抑 え て 、 視 角 特 性 に 優 れ た 高 コ ン
ト ラ ス ト 比 の 画 像 表 示 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 尚 、 本 発 明 は 上 記 各 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い
範 囲 内 に お い て 、 種 々 変 形 し て 実 施 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
【 図 １ 】 （ ａ ） お よ び （ ｂ ） は 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 素 子 を 構 成 す る 層 構 造 の
説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 素 子 の 構 成 を 説 明 す る 模 式 的
な 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 液 晶 表 示 素 子 の 構 造 と 光 学 仕 様 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） は 、 図 ３ の （ ａ ） に 示 す 液 晶 表 示 素 子 の 等 コ ン ト ラ ス ト 曲 線 で あ り 、 （ ｂ
） は 、 そ の 初 期 垂 直 配 向 時 に お け る 黒 表 示 で の 透 過 率 の 視 角 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） は 、 図 ３ の （ ｂ ） に 示 す 液 晶 表 示 素 子 の 等 コ ン ト ラ ス ト 曲 線 で あ り 、 （ ｂ
） は 、 そ の 初 期 垂 直 配 向 時 に お け る 黒 表 示 で の 透 過 率 の 視 角 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） は 、 図 ３ の （ ｃ ） に 示 す 液 晶 表 示 素 子 の 等 コ ン ト ラ ス ト 曲 線 で あ り 、 （ ｂ
） は 、 そ の 初 期 垂 直 配 向 時 に お け る 黒 表 示 で の 透 過 率 の 視 角 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ ａ ） は 、 図 ３ の （ ｄ ） に 示 す 液 晶 表 示 素 子 の 等 コ ン ト ラ ス ト 曲 線 で あ り 、 （ ｂ
） は 、 そ の 初 期 垂 直 配 向 時 に お け る 黒 表 示 で の 透 過 率 の 視 角 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 （ ａ ） は 、 図 ３ の （ ｅ ） に 示 す 液 晶 表 示 素 子 の 等 コ ン ト ラ ス ト 曲 線 で あ り 、 （ ｂ
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） は 、 そ の 初 期 垂 直 配 向 時 に お け る 黒 表 示 で の 透 過 率 の 視 角 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 （ ａ ） は 、 正 面 方 向 の ア イ ポ イ ン ト に お け る コ ン ト ラ ス ト 比 の 視 野 角 依 存 性 で あ
り 、 （ ｂ ） は 、 電 圧 無 印 加 時 に お け る 透 過 率 の 視 野 角 依 存 性 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 θ ＝ ２ ０ 度 に お け る コ ン ト ラ ス ト 比 に つ い て 、 左 右 方 向 で の 視 野 角 依 存 性 を 評
価 し た 結 果 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 　 １ ， ２ 　 層 構 造
　 　 ３ 　 屈 折 率 楕 円 体
　 　 １ １ ， ２ １ ， ３ １ 　 Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 表 示 素 子
　 　 １ ２ ， １ ５ ， ２ ２ ， ２ ５ ， ３ ２ ， ３ ６ 　 偏 光 板
　 　 １ ３ ， ２ ３ ， ３ ３ 　 液 晶 セ ル
　 　 １ ４ ， ２ ４ ， ３ ５ ， ３ ７ 　 層 構 造
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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表面分别经受垂直取向处理并且包括具有负介电各向异性的液晶和一对
偏振板将液晶盒夹在中间并设置成使得一个偏振片的吸收轴和另一个偏
振片的吸收轴形成90°±5°的交叉角。具有折射率椭圆体的层结构，其中
主要折射率n之间满足n x > n y = n z 的关系在彼此正交的轴x，y和z的方
向上的 x ，n y 和n z 设置在该对中的至少一个之间偏振片和液晶盒。折
射率椭圆体形成为相对于层结构的厚度方向以> 0°和<90°的角度倾斜。 Ž
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